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会長挨拶：渋谷義徳会長  

皆さんこんにちは。本日の例

会に株式会社アイエスエフネ

ットライフ三条事業所副所長

の日高嘉信様と三条市福祉保

健部福祉課生活支援係長井上

貴子様をお迎えしております。

お二方からは本日の卓話をい

だきます。日高様、井上様よ

ろしくお願い申し上げます。 

ご存知の通り、国連教育科学文化機関（ユネスコ）

世界遺産委員会は９日東アジアの交流の歴史を

示す、福岡県の古代遺跡「神宿る島」宗像、沖ノ

島と関連遺産群を世界文化遺産に登録すること

を決めたと報道されました。このことにより、佐

渡金山世界遺産登録の運動が一層盛り上がるこ

とと思っています。私たちも出来る範囲で応援し

ようではありませんか。 

さて、７月は古文で「文月」とよばれます。七夕

の際に短冊に願いを書くが、昔は書道や和歌の上

達を願う行事でありました。その短冊を人々に披

露する「文披月（ふみひらきつき）」から転用さ

れた説が有力です。 

今年の七夕は夜空に横たわる天の川がよく見え

ましたでしょうか。あいにく私は７日の夜は夜空

を眺める余裕がなく、確かめることができません

でした。梅雨の最中ですので満天の星空と天の川

が見えることはまれではないでしょうか。 

七夕の日は新暦で７月７日ですが、旧暦では 8月１2日にあたります。昔の人は 8月１2日なら梅雨

もあけ、きれいな天の川を見ては、七夕伝説に思いをはせていたのではないでしょうか。 

明治５年１２月２日が新暦の１月１日になったということです。太陰太陽暦（旧暦）が長い間使わ

れていたため、伝統的な年間の節句行事などは、今の暦とけっこう違いが出てしまっています。 

７月９日（日）に「これからのコミュニケーションを一緒に考えよう」～子どもの笑顔へ！つなが

る地域づくり～を主題に、三条市中央公民館で行われた、三条市青少年健全育成市民大会に参加し

てきました。大会は午後１時～４時３０分までで、第１部が本大会、第２部街頭啓発活動で構成さ

れており、私は午後１時から３時３０分の第１部だけ参加してきました。本大会はオープニングア

トラクションとして、三條太鼓、三小相承会の勇壮な演奏で鍛冶の槌音と太鼓の響きが絶妙なハー

本日の行事：卓話 

「事業紹介と職場実習のお願い」 

◆本日の出席：６５名中３６名    

◆先々週の出席率：６６名中５８名 87.88％ 

          （前年同期 91.04％） 

◆６月の出席状況： 

会員数６６名・例会数４回 

平均出席率 82.95％（前年同月 84.70％） 

        

◆本日のゲスト： 

 (株)ｱｲｴｽｴﾌﾈｯﾄﾗｲﾌ三条事業所 

副所長 日高 嘉信 様 

 三条市福祉保健部福祉課生活支援係 

                   係 長 井上 貴子 様  

      

◆先週のメークアップ（敬称略） 

 ７月８日地区植樹事業説明会（新潟） 

 西村 護  

      

＊本日の配布書類等 

 ・№1460 週報 

 ・ガバナー公式訪問案内（出欠確認） 

 ・ロータリー入門書 

　　  2017-2018年度 
　　国際ロータリー会長：イアンH.S.ライズリー「ロータリー：変化をもたらす」

　　第２５６０地区ガバナー：新保 清久「クラブと地区の変革をめざそう」

　　　　　　　　　－ＭakingＡＤifference in Ｃlub and Ｏur Ｄistrict－

三条北ロータリークラブテーマ

　　 　　　「ロータリーの魅力を再確認し、ともに変化をもたらそう」
　例会日：火曜日12：30～13：30

　例会場：三条ロイヤルホテル　℡34-8111

ＳＡＡ ：松山　浩仁 　事務局：三条市本町3-5-25三条ロイヤルホテル内

　ＴＥＬ：0256-35-7160　　FAX：0256-35-7488
ＨＰ：http://www.sanjo-nrc.org ＡＤ：north@sanjo-nrc.org
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会　長：渋谷　義徳　　　　　　　　
幹　事：石黒　隆夫　　　　　　　　　



2 
                                    三条北ロータリークラブ週報 

モニーで素晴らしく大変感動しました。また、新潟県央ジュニア合唱団～ブレーメン～による合唱

は、下は小学校１年生から上は中学高学年生までの構成で、美しい歌声の混声合唱を楽しむことが

できました。本大会に入り主催側の挨拶、来賓祝辞がありセレモニーが終わったところで、講演会

に移りました。講師に新潟県糸魚川市出身で新潟県婚活支援大使や観光大使に任じられている、お

笑いタレントの横澤夏子氏と三条市大浦（旧下田村）出身で現在新潟市在住のよしもと新潟県住み

ます芸人関田将人氏を迎えての講演会ということでしたが、内容は「笑いから生まれるコミュニケ

ーション」という演題から少し離れた二人のトークショーのように感じましたがそれなりに楽しむ

ことができました。講演会終了後、最後の締めくくりとして三条市立第一中学校生徒会長 佐藤太

一君が力強く青少年からの宣言を読み上げ閉会になりました。 

なお、当日の大会の様子は７月１０日（昨日）の越後ジャーナル紙に掲載されていますので、そち

らをご覧になってもらえればより詳しくわかりますので一読をお奨めします。 

今の時期は二十四節気でいうと「小暑」に当ります。梅雨明け後の本格的な夏を迎える前に訪れる

節気です。暑さを乗り切るためにしっかり食べて体力をつけておきたいと思っています。 

本日のお食事もおいしくいただきました。ありがとうございました。 

 

幹事報告：石黒隆夫幹事  

・第四分区ガバナー補佐より 第四分区ＩＭ開催のご案内（次週出欠確認） 

              日時 9 月 2 日(土)13：00～受付 

              会場 ジオワールドＶＩＰ 

・新保ガバナーより 地区大会のご案内（後日出欠確認） 

          日時 10 月 29 日(日)9：30～  会場 朱鷺メッセ 

    地区指導者育成セミナー＆ＲＩ会長代理歓迎晩餐会 

            日時 10 月 28 日(土)12：00～  会場 ホテルオークラ新潟          

          地区大会記念親睦ゴルフ大会（出欠表を回します） 

            期日 9 月 27 日(水)  会場 紫雲ゴルフ倶楽部（7/31 申込み〆切）） 

・ロータリー防減災セミナーのご案内 

       日時 8 月 5 日(土)13：00～   会場 長岡震災アーカイブセンターきおくみらい 

・田中直前ガバナーより 「ロータリー入門書」贈呈について（各自配布） 

・米山記念奨学会より 米山功労クラブ感謝状送付の件   

 第 29 回 米山功労クラブ 

           「米山記念奨学会５０年のあゆみ」刊行について 

            １冊１,８００円（申込みは事務局まで）           

・新保ガバナー公式訪問出席のお願い  

       日時 8 月 1 日(火) 15：20 集合   会場 餞心亭 おゝ乃 

           18：00～ガバナー歓迎会を兼ねて納涼会を開催します。 

           全員の参加を宜しくお願いします。 

 

＊＊＊＊＊ロータリー財団ボックス１１日現在累計５４,０００円＊＊＊＊＊＊ 

渋谷 義徳君 ＢＯＸに協力します。 

本田 芳久君   〃 

大野 新吉君 財団ボックステーブルに座りましたので協力 

石川 友意君   〃 

石川 一昭君 今週末に当社得意先の山梨シャトレーゼ工場へ行って来ます。アイス食べ放題

に、当愚妻は楽しみにしています。まだ食べるのか？女性は恐い!! 

＊＊＊＊＊米山奨学ボックス１１日現在累計１２２,０００円＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

渋谷 義徳君 ＢＯＸに協力します 

佐藤 秀一君 渕岡委員に協力です。 
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石川 勝行君 米山に協力して 

落合 益夫君 米山ＢＯＸのテーブルで協力 

坂内 康男君 ＢＯＸに協力 

渕岡  茂君 今年１年吉田委員長、浅間副委員長、坂内委員と宜しくお願いします。 

＊＊＊＊＊ニコニコボックス１１日現在累計５３,０００円＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

渋谷 義徳君 日高嘉信様、井上貴子様、卓話ありがとうございます。 

石黒 隆夫様 日高様、井上様、本日は三条北ロータリーへようこそ！宜しくお願い致します。 

田口実仁佳君 今日も皆様が良き日でありますように。 

森   宏君 毎年の事ですが、熱中症で運ばれてくる人が出てきました。皆さん、炎天下のゴル

フは気を付けましょう。 

岡田  健君 羽賀さんに協力です。 

石川 友意君 本日、ゲストの日高様、井上様よろしくお願い申し上げます。卓話に感謝して!! 

中條 耕二君 日高さんと、井上さんの卓話に期待して 

松山 浩仁君 日高さん、井上さん、ようこそお越し下さいました。本日の卓話宜しくお願い致し

ます。 

馬場直次郎君 ボックスに協力して 

本間建雄美君 １年間ニコニコＢＯＸを宜しくお願いします。 

羽賀 一真君 ニコニコボックス委員長としてお願いです。 

       ここ近年ニコニコボックスへご協力頂いております年間金額がやや減って

来ているとの事です。そこでかんがえたのですが、素晴らしいコメントをど

しどしお寄せ頂く事も併せて、もしよろしければ皆様のテーブルの上にお配

りしているコメント用紙をご自由に常時２～３枚お持ち帰り頂き、例会日以外でも

気がついたコメントを書いて例会時にお持ち頂けたらと思います。ご協力宜しくお

願いします。 

 

本日の行事：卓話「事業紹介と職場実習のお願い」

三条市福祉保健部福祉課生活支援係  係長 井上 貴子 様  

生活保護、生活困窮者の保護を

担当しております。 

三条市（３月現在）で人口９８,

０３０人のうち被保護世帯４７

３世帯、６２４人です。生活保

護は％ではなく‰（パーミル千

人に対して何人）と言います。三条市は６.３

７‰で県内では中間くらいです。生活保護（困

窮者）というと病気を抱えた方、一人親、働け

るのに働かない方というようなイメージがある

かと思います。実際は自身だけに問題があるわ

けでは無く、幼少期からの生活歴等様々です。

人は一人では生きていけない、自ら手を伸ばせ

ばその手を拾って助けてくれる方もいますが、

手を差し出すことをできない方もいます。 

しかしその方達もこのままで良いと思っている

わけではなく、今の現状から脱したいと思って

いる方、きっかけがあれば気づく方などがいら

っしゃいます。働くという事は労働対価として

賃金を得る事だけでは無く、従業員とのコミュ

ニケーション、上司から褒められて認められる

事で自己肯定感を満たされることが、何よりも

得がたいことだと思います。三条市では能力に

応じた支援をさせて頂いています。意欲がある

が知識が不足している、経験不足等の支援とし

て昨年から就労準備支援事業を開始しました。

支援事業につきましてはこれからお話させて頂

きますアイエスエフネットライフに委託してお

ります。一緒に人材育成をし、就労に結びつけ

る支援をしております。 

(株)アイエスエフネットライフ三条事業所副所長 日高 嘉信 様 

日高嘉信（かしん）と申します。

読み間違えではありません。 

生活保護受給者は就労の準備期

間が必要です。その準備を整えて頂くための支

援が当事業の目的です。 

最終的には自身でハローワークで就職活動をし
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て一般就労するという道筋を三条市が作ってい

る事になります。 

当社は親会社が東京でＩＴ会社をしています。

なぜＩＴ会社が生活困窮者の支援をしている

か？ 

実は当社代表が以前、精神疾患を患った時に、

自身の雇用が危ぶまれた経験があり、そういっ

た方々の支援、サポートをしていきたいという

ことがあります。5 年ほど前から障害を持った

方、精神障害、発達障害、知的障害等様々な方

の支援を始めました。新潟で始めたのは 2008

年からで昨年 6 月から三条事業所として“もの

づくり学校”内に立ち上げ、支援を行なってお

ります。 

障害を持った方の職業訓練、生活困窮者の就労

支援を行なっています。様々な訓練をしていま

すが、当社はパソコンの訓練も充実させること

ができています。 

最終的には自立し就職活動ができる事、直ぐに

就職ができる準備が整う事をゴールとさせて頂

いております。中には 10 年間引きこもっていて、

最近出てこられるようになり、就職したいとい

う思いの方、重い病気を抱えてしまってどう働

けるかわからない方もいらっしゃいます。先ず

課題を整理、分析をしながらどういう訓練が必

要かという課題解決が役目となります。 

先ず、通ってきて頂き生活リズムの改善が必要

となります。次のステップでパソコン訓練、ビ

ジネスマナー等スキルを付けて貰って居ます。 

そして履歴書作成の手伝い、ハローワークに同

行したり、面接の練習もやっています。 

ただこういった支援にも限界があります。実際

の現場に伺って、訓練をさせて頂くことが、自

信に繋がると考えています。 

そこで、職場見学、職場実習を企業の皆様にご

協力頂きながら支援に組み込んでいます。 

先ほど、アンケート用紙を配布させて頂きまし

たが、こういった支援に興味があり、ご協力頂

ける企業、事業所を増やすために、本日皆様の

お時間を頂き、お話しさせて頂き協力のお願い

の為にお伺いしました。 

彼等はうちで訓練は積んでいますが、実際に企

業様に出向いて１週間又は１日でもお手伝いを

させて頂く事によって就職へと結び付けられる

と考えています。こういった機会を皆様にご協

力頂き支援を充実させたいと思っています。 

以前お伺いした事業所の方が、人口も減ってき

て、人手不足になり、障害を持った方、生活困

窮の方とも向き合わざるを得なくなってくる。

というお話を頂きました。 

企業の皆様方には、新しい選択肢として、福祉

の事業に声がけを頂き、社会貢献をと併せて人

材確保の面でも貢献できる分野と考えています。

気軽にお声がけ頂きたいと思います。 

配布させて頂きましたアンケートにご記入頂き

たいと思います。興味があるという企業様には

実際に説明に伺わせて頂きます。 

現在は身体障害の方は殆ど就労されています。

私共の様な訓練機関には主に知的障害、精神障

害の方が多い。疑問等はいつでも言って頂けれ

ば、情報として提供する事は可能です。 

ご静聴頂きありがとうございました。

 


